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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第69期

第２四半期連結
累計期間

第70期
第２四半期連結

累計期間
第69期

会計期間

自平成25年
４月１日

至平成25年
９月30日

自平成26年
４月１日

至平成26年
９月30日

自平成25年
４月１日

至平成26年
３月31日

売上高 （千円） 30,397,246 36,107,858 70,684,517

経常利益 （千円） 732,373 2,830,352 2,562,551

四半期（当期）純利益 （千円） 422,607 1,849,926 2,402,995

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 663,937 1,912,981 2,497,944

純資産額 （千円） 21,558,294 25,503,136 24,101,866

総資産額 （千円） 54,443,635 53,054,859 58,678,608

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 6.79 29.74 38.62

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 38.8 45.5 38.5

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △2,847,110 5,862,918 △1,326,487

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 1,057,294 △458,029 1,932,643

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 1,294,250 △5,620,088 483,711

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 5,886,486 7,186,789 7,493,118

回次
第69期

第２四半期連結
会計期間

第70期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成25年
７月１日

至平成25年
９月30日

自平成26年
７月１日

至平成26年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 6.23 20.83

（注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ません。

２ 売上高には、消費税等は含まれていません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していま

せん。

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動が表面化し、海

外においては地政学リスクが発生するなど、引き続き不透明感が漂っていますが、国内では公共投資が高水準を維

持し個人消費も底堅いことから、総じて緩やかな回復局面にあり、堅調に推移しているという見方がなされていま

す。

当社グループが主に事業を展開している建設業界におきましては、前述の通り、公共投資が高水準を維持してい

ることや、民間企業の設備投資が企業収益の改善により持ち直していることを受け、受注環境は改善傾向にありま

すが、原価面では引き続き労働者不足による労務費高騰、円安による原材料等の値上げなど調達コストの上昇局面

にあると認識しています。

かかる状況下におきまして、当社グループの当第２四半期連結累計期間における連結売上高は361億８百万円

（前年同四半期比18.8％増）となりました。損益面につきましては、営業利益が27億９千万円（前年同四半期比

357.1％増）、経常利益が28億３千万円（前年同四半期比286.5％増）、四半期純利益が18億５千万円（前年同四半

期比337.7％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりです。

①建設事業 建設事業の業績につきましては、受注高350億８千６百万円、売上高344億４千５百万

円、セグメント利益27億８百万円となりました。

②ゴルフ場事業 ゴルフ場事業の業績につきましては、売上高１億６千６百万円、セグメント利益２千９

百万円となりました。

③ホテル事業 ホテル事業の業績につきましては、売上高８億１千２百万円、セグメント利益１千６百

万円となりました。

④広告代理店事業 広告代理店事業の業績につきましては、売上高７億４千７百万円、セグメント利益２千

２百万円となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）は前期末比３億６百万円

減少し、71億８千７百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の増加58億６千３百万円（前年同四半期は28億４千７百万円の減少）の主な内訳は、棚卸資

産の減少により資金が44億９千８百万円増加したためです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少４億５千８百万円（前年同四半期は10億５千７百万円の増加）の主な内訳は、定期預

金の預入による支出により資金が７億７千万円減少し、定期預金の払戻による収入により資金が３億７千２百万円

増加したためです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の減少56億２千万円（前年同四半期は12億９千４百万円の増加）の主な内訳は、長期借入金

の返済による支出により資金が40億５千１百万円減少したためです。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

(4）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、37百万円です。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 68,368,532 68,368,532
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

1,000株

計 68,368,532 68,368,532 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高

（株）

資本金増減額

（千円）

資本金残高

（千円）

資本準備金
増減額

（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日
－ 68,368,532 － 9,116,492 － －
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（６）【大株主の状況】

平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

北野管財合同会社 東京都品川区北品川６丁目６番15号 4,838 7.07

株式会社テル・コーポレーシ

ョン
東京都渋谷区代々木４丁目42番19号 4,340 6.34

共栄火災海上保険株式会社 東京都港区新橋１丁目18番６号 3,166 4.63

株式会社八十二銀行 長野県長野市中御所字岡田178番地８号 3,064 4.48

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 3,063 4.48

株式会社松屋 東京都中央区銀座３丁目６番１号 1,365 1.99

日本トラスティ・サービス信

託銀行株式会社
東京都中央区晴海１丁目８番11号 1,179 1.72

浅井 輝彦 東京都目黒区 1,132 1.65

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 1,130 1.65

東映株式会社 東京都中央区銀座３丁目２番17号 1,117 1.63

計 － 24,394 35.68

（注） 上記のほか、自己株式が6,011千株（8.79％）あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

普通株式

（自己保有株式）

6,011,000

普通株式

（相互保有株式）

255,000

－

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

完全議決権株式（その他）（注）
普通株式

61,163,000
61,161 同上

単元未満株式
普通株式

939,532
－ －

発行済株式総数 68,368,532 － －

総株主の議決権 － 61,161 －

（注） 完全議決権株式（その他）の中には、株主名簿上は当社名義になっていますが、実質的に所有していない株式

2,000株が含まれています。これらによる議決権２個は議決権の個数の計算から除いています。

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

北野建設株式会社
長野県長野市県町

524番地
6,011,000 － 6,011,000 8.79

（相互保有株式）

株式会社アサヒ

エージェンシー

長野県長野市問御

所町1306番地１
255,000 － 255,000 0.37

計 － 6,266,000 － 6,266,000 9.16

（注） この他に株主名簿上は当社名義になっていますが、実質的に所有していない株数が2,000株（議決権２個）あ

ります。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しています。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,814,731 7,906,604

受取手形・完成工事未収入金等 15,721,373 11,893,800

販売用不動産 8,256,309 3,758,659

未成工事支出金 959,411 2,024,025

開発事業等支出金 2,495,656 2,976,400

その他のたな卸資産 ※１80,695 ※１78,340

繰延税金資産 1,163,915 354,149

その他 728,144 2,732,720

貸倒引当金 △75,060 △71,279

流動資産合計 37,145,174 31,653,418

固定資産

有形固定資産

土地 6,785,843 6,771,358

その他 16,850,862 16,506,091

減価償却累計額 △9,143,632 △9,131,790

有形固定資産合計 14,493,073 14,145,659

無形固定資産 239,046 217,078

投資その他の資産

投資有価証券 4,829,803 5,134,804

長期貸付金 26,248 25,635

繰延税金資産 588,791 561,582

その他 1,389,607 1,349,413

貸倒引当金 △33,134 △32,730

投資その他の資産合計 6,801,315 7,038,704

固定資産合計 21,533,434 21,401,441

資産合計 58,678,608 53,054,859
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 16,775,449 12,288,837

短期借入金 1,000,000 －

一年以内長期借入金 4,096,887 96,972

未払法人税等 478,004 281,698

未成工事受入金 4,951,878 5,489,394

引当金 549,826 377,668

その他 1,594,520 4,106,072

流動負債合計 29,446,564 22,640,641

固定負債

長期借入金 51,028 －

退職給付に係る負債 878,217 659,895

会員預託金 2,761,850 2,695,250

繰延税金負債 1,238,724 1,380,651

その他 200,359 175,286

固定負債合計 5,130,178 4,911,082

負債合計 34,576,742 27,551,723

純資産の部

株主資本

資本金 9,116,492 9,116,492

資本剰余金 5,066,246 5,066,246

利益剰余金 9,160,940 10,560,220

自己株式 △1,269,174 △1,272,127

株主資本合計 22,074,504 23,470,831

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 828,494 1,032,200

繰延ヘッジ損益 2,698 △646

為替換算調整勘定 6,394 △75,531

退職給付に係る調整累計額 △295,577 △280,251

その他の包括利益累計額合計 542,009 675,772

少数株主持分 1,485,353 1,356,533

純資産合計 24,101,866 25,503,136

負債純資産合計 58,678,608 53,054,859
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

売上高

完成工事高 27,364,458 27,727,493

兼業事業売上高 3,032,788 8,380,365

売上高合計 30,397,246 36,107,858

売上原価

完成工事原価 25,766,565 25,065,668

兼業事業売上原価 2,206,521 6,245,131

売上原価合計 27,973,086 31,310,799

売上総利益

完成工事総利益 1,597,893 2,661,825

兼業事業総利益 826,267 2,135,234

売上総利益合計 2,424,160 4,797,059

販売費及び一般管理費 ※１1,813,912 ※１2,007,475

営業利益 610,248 2,789,584

営業外収益

受取利息 36,000 8,563

受取配当金 46,937 56,441

会員権引取差額 43,972 36,876

その他 50,954 17,818

営業外収益合計 177,863 119,698

営業外費用

支払利息 51,735 50,714

為替差損 － 27,351

その他 4,003 865

営業外費用合計 55,738 78,930

経常利益 732,373 2,830,352

特別利益

固定資産売却益 2,299 27,684

負ののれん発生益 － 48,012

特別利益合計 2,299 75,696

特別損失

投資有価証券評価損 20 8,466

固定資産売却損 9,803 1,079

特別損失合計 9,823 9,545

税金等調整前四半期純利益 724,849 2,896,503

法人税、住民税及び事業税 36,952 233,187

法人税等調整額 242,037 833,531

法人税等合計 278,989 1,066,718

少数株主損益調整前四半期純利益 445,860 1,829,785

少数株主利益又は少数株主損失（△） 23,253 △20,141

四半期純利益 422,607 1,849,926

1866/E00175/北野建設/2015年
－11－



【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 445,860 1,829,785

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 172,397 204,049

繰延ヘッジ損益 △9,571 △3,345

為替換算調整勘定 44,398 △132,834

退職給付に係る調整額 － 15,326

持分法適用会社に対する持分相当額 10,853 －

その他の包括利益合計 218,077 83,196

四半期包括利益 663,937 1,912,981

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 640,452 1,983,687

少数株主に係る四半期包括利益 23,485 △70,706
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 724,849 2,896,503

減価償却費 122,178 292,041

持分法による投資損益（△は益） 2,814 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △42,710 △26,905

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,167 △4,069

その他の引当金の増減額（△は減少） △218,358 △172,159

受取利息及び受取配当金 △82,937 △65,004

支払利息 51,735 50,714

為替差損益（△は益） 31,772 64,754

負ののれん発生益 － △48,012

売上債権の増減額（△は増加） △2,032,466 3,824,828

未成工事支出金等の増減額（△は増加） 780,168 △1,545,358

たな卸資産の増減額（△は増加） 17,071 4,498,365

その他の流動資産の増減額（△は増加） △975,800 △1,976,399

仕入債務の増減額（△は減少） △5,750,719 △4,485,237

未成工事受入金の増減額（△は減少） 3,633,032 537,516

その他 1,344,367 2,438,971

小計 △2,396,171 6,280,549

利息及び配当金の受取額 70,898 60,575

利息の支払額 △51,735 △50,714

法人税等の支払額 △470,102 △427,492

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,847,110 5,862,918

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △134,092 △116,422

有形固定資産の売却による収入 1,318,059 48,300

投資有価証券の取得による支出 △5,051 △1,367

貸付けによる支出 △30,504 △30,911

貸付金の回収による収入 3,706 1,810

定期預金の預入による支出 △359,715 △769,716

定期預金の払戻による収入 269,113 371,515

その他 △4,222 38,762

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,057,294 △458,029

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,800,000 △1,000,000

長期借入金の返済による支出 － △4,050,943

自己株式の取得による支出 △1,687 △2,953

配当金の支払額 △496,420 △557,563

少数株主への配当金の支払額 △2,380 △2,380

その他 △5,263 △6,249

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,294,250 △5,620,088

現金及び現金同等物に係る換算差額 △22,428 △91,130

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △517,994 △306,329

現金及び現金同等物の期首残高 6,404,480 7,493,118

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１5,886,486 ※１7,186,789
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【注記事項】

【会計方針の変更】

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方

法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごと

の金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しています。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半期

連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してい

ます。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が167,700千円減少し、利益剰余金が108,368千

円増加しています。なお、当該変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１ その他のたな卸資産の内訳

前連結会計年度
（平成26年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成26年９月30日）

材料貯蔵品 71,285千円 68,339千円

商品 9,410 10,001

（四半期連結損益計算書関係）

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりです。

前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

従業員給料及び手当 604,862千円 658,983千円

退職給付費用 34,013 39,742

賞与引当金繰入額 77,370 87,125

減価償却費 112,235 145,647

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次の

とおりです。

前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金預金勘定 6,197,498千円 7,906,604千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △311,012 △719,815

現金及び現金同等物 5,886,486 7,186,789

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

１．配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月21日

定時株主総会
普通株式 499,131 8.0 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１．配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月20日

定時株主総会
普通株式 561,309 9.0 平成26年３月31日 平成26年６月23日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）１建設事業 ゴルフ場事業 ホテル事業
広告代理店

事業

売上高

外部顧客への売上高 29,243,383 162,076 309,340 682,447 30,397,246 － 30,397,246

セグメント間の内部

売上高又は振替高
55 1,003 1,110 28,718 30,886 △30,886 －

計 29,243,438 163,079 310,450 711,165 30,428,132 △30,886 30,397,246

セグメント利益 522,133 36,133 34,658 17,324 610,248 － 610,248

（注）１．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書計上の営業利益と一致しています。

当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）１
建設事業 ゴルフ場事業 ホテル事業

広告代理店

事業

売上高

外部顧客への売上高 34,444,545 163,549 806,905 692,859 36,107,858 － 36,107,858

セグメント間の内部

売上高又は振替高
360 2,214 4,665 54,251 61,490 △61,490 －

計 34,444,905 165,763 811,570 747,110 36,169,348 △61,490 36,107,858

セグメント利益 2,708,344 28,938 16,219 21,734 2,775,235 14,349 2,789,584

（注）１．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書計上の営業利益と一致しています。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 6円79銭 29円74銭

（算定上の基礎）

四半期純利益金額（千円） 422,607 1,849,926

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 422,607 1,849,926

普通株式の期中平均株式数（千株） 62,235 62,211

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成26年11月6日

北野建設株式会社

取締役会 御中

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 齊藤 浩司

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 村田 征仁

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北野建設株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北野建設株式会社及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管

しています。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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